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博士学位論文 2013 

6月授与  
植物生長生理学研究室（柿本研） 

Jewaria Pawan Kumar：Signal transduction of secretory peptides that regulate leaf epidermal 

patterning 
 
核機能学研究室（滝澤研） 
渡瀬	 成治：Functional analysis of the replication factor, Mcm10, in the initiation of chromosomal 

DNA replication in Saccharomyces cerevisiae 
 

12月授与  
生体分子機能学研究室（倉光研） 
島田	 敦広：Functional analyses of the proteins involved in DNA mismatch repair  

 

植物細胞生物学研究室（高木研） 
坂本	 勇貴：Analysis of LITTLE NUCLEI family regulating nuclear morphology in Arabidopsis 

thaliana 
 

3月授与  
細胞内情報伝達研究室（河村研） 

越谷	 祐貴：Quantitative aspects of cGMP phosphodiesterase activation in carp rods and cones 

佐藤	 慎哉：AL-OL redox-coupling reaction: a novel reaction to synthesize 11-cis retinal in carp 

cones 
 

学際グループ／生体分子エネルギー変換学 G（荒田 G） 

安田	 哲：Nucleotide-dependent displacement and dynamics of the α-1 helix in kinesin revealed by 

site-directed spin labeling EPR 

石井	 健太郎：Site-directed spin labeling-ESR mapping of the residues of cyanobacterial clock 

protein KaiA and KaiC affected by KaiA-KaiC interaction 

 
学際グループ／動物発生進化学 G（古屋 G） 
鈴木	 隆仁：Biology of Chaetonotids (Gastrotricha) – taxonomy, morphology, and culture system 

 
 
生命機能研究科  

3月授与  

分子遺伝学研究室（升方研） 

東	 寅彦：A molecular mechanism of cohesion acetyltransferase-mediated cohesion establishment in 

Xenopus egg extracts 

 



年譜	 

2013 年	 

4 月 1 日	 升方久夫
ますかたひさお

教授、専攻長・学科長に就任。木村幸太郎
きむらこうたろう

、藤本仰一
ふじもとこういち

両アプレンティス

プログラム特任准教授が専攻の准教授として着任。	 

4 月 2 日	 入学式。生物科学科入学者 60 名（うち生物科学コース 28 名、生命理学コース 32

名）。今年度より全員前期日程試験による合格者。2013 年度学部入学者担任は、

生物科学コース西田宏記
にしだひろき

教授、生命理学コース藤本仰一
ふじもとこういち

准教授。	 

	 大学院生物科学専攻博士前期課程入学者 49 名（G30 統合理学コース１名含む）。

博士後期課程入学者 16 名（G30 統合理学コース 2 名含む）。	 

4 月 3 日	 新入生学部別・学科別履修指導。	 

4 月 4 日	 大学院新入生オリエンテーション。	 

4 月 15 日	 大学院入試説明会・オープンラボ（１回目、参加者 45 名）。	 

4 月 20-21 日	 新入生リトリート。兵庫県立人と自然の博物館訪問、箕面市立青少年教学の森野

外活動センター宿泊。参加者１回生 60 名、その他学生、教員含め約 70 名。	 

5 月 2-3 日	 いちょう祭。生物学科・生物科学専攻の活動紹介、JT 生命誌館特別展示、生き物

の展示、牛のハンドリング講座、ハエの間違い探し、花の染色・気孔の観察、ル

シフェラーゼ・GFP の観察、光る生き物(蛍光)の観察、DNA 抽出、手回し遠心機で

遊ぼう、葉っぱ標本の作製、DNA ビーズの作成、チップつめ競争・ピペットマン

で遊ぼう、生物学科の各研究室のポスター紹介。入場者 680 名（責任者は小沼健

助教）。	 

5 月 16 日	 	 生物科学専攻博士論文業績発表会（2 名）。	 

5 月 24-26 日	 台湾国立清華大学－大阪大学学生シンポジウム開催（滝澤温彦教授世話人）大阪

大学蛋白質研究所にて開催。台湾からの大学院生数 8 名、台湾からの教員数 3 名、

専攻大学院生参加者数 10 名、教員参加者数約 10 名。	 

6 月 24 日	 大学院入試説明会・オープンラボ（２回目、参加者 28 名）。	 

6 月 30 日	 熊野岳
くまのがく

助教（西田研究室）が東北大学大学院生命科学研究科附属浅虫海洋生物学

教育研究センター教授に転出。	 

7 月 1 日	 石 北 央
いしきたひろし

教授（京都大学より）着任。	 

7 月 13 日	 	 神谷宣郎
かみやのぶろう

先生生誕百周年記念シンポジウムを大阪大学会館にて開催。参加者約 70

名。	 

8 月 13 日	 	 生物科学専攻博士論文業績発表会（2 名）。	 

8 月 20 日	 高校生対象理学部オープンキャンパス実施(訪問者数は、理学部全体で約 2,400

名、生物科学科約 440 名、模擬授業参加者（２回計で 121 名)。	 

8 月 23 日	 	 生物科学専攻修士論文業績発表会（G30 コース 1 名）。	 

8 月 26-28 日	 第 34 回高校生対象公開実習「科学的キャリア教育	 大阪大学分子生物学実習「ジ

ャイアントインパクト」」（高校生 33 名、高校教諭 4 名、増井准教授、吉本研究員）。	 

9 月 24-25 日	 生物科学科-学年縦断合宿。（学生企画・中川拓郎准教授担当）。海遊館（大阪市）

見学、丸三旅館（滋賀県）宿泊。学部生 54 名、大学院生 2 名、教員 4 名参加。外

部からの講演者２名。	 



9 月 30 日	 博士前期課程 1 年次生研究中間報告会。終了後、懇親会。	 

10 月 1 日	 石北研究室斉藤圭亮
さいとうけいすけ

助教（科学技術振興機構より）着任。	 

10 月 1 日	 生物科学専攻G30統合理学特別コース博士前期課程1名、博士後期課程2名入学。	 

10 月 20 日	 	 高校生のためのタンパク質科学実習	 「ホタライトを用いた科学的キャリア教育」

（高校生 36 名、高校教諭 4 名、大学関係者など 3 名、倉光成紀教授、吉本研究員）	 

11 月 17 日	 	 高校生のためのタンパク質科学実習	 「ホタライトを用いた科学的キャリア教育」

（高校生 27 名、中学生 1 名、小学生 1 名、高校教諭・保護者 15 名、倉光成紀教

授、吉本研究員）	 

11 月 19 日	 生物科学専攻博士論文業績発表会（2 名）。	 

12 月 21-23 日	 スーパーサイエンスハイスクール実習「発生生物学実習：ホヤ胚の筋肉分化のし

くみを探る」（福井県立武生高校生 30 名、高校教諭 3 名、西田宏記教授）。	 

12 月 26 日	 	 理学部研究奨励 AO 入試第 2 次選抜（面接）（1 月 9 日の学部入試委員会で生物科学

コース 4 名、生命理学コース 2 名を合格とし、2 月 7 日の第 3 次選抜（センター

入試）で 6 名全員合格）。	 

12 月 27-29 日	 第 35 回高校生対象公開実習（高校生 40 名、高校教諭など 11 名、増井良治准教

授、吉本研究員）。	 

	 

2014 年	 

2 月 1 日	 	 大学院博士前期課程 2 次募集試験（受験者数 6 名、4 名合格）。	 

	 	 	 	 	 	 	 大学院博士後期課程入試（受験者 1 名で 1 名合格）。	 

2 月 5-6 日	 卒研配属説明会・研究室紹介。生物科学コース・生命理学コースの学生に対し、

吹田キャンパスの研究室を含めて実施。	 

2 月 13-14 日	 生物科学専攻修士業績発表会。修士学位認定 44 名(G30 コース 1 名含む)。博士後

期課程入学試験にて内部進学者 6 名合格（外部からの入学者、G30 統合理学コー

ス入学者を合わせて 8 名入学)。	 

2 月 17 日	 生物科学専攻博士業績発表会。博士学位認定 9 名（6・9・12 月認定を合わせると

15 名学位取得）。	 

2 月 18 日	 生物科学専攻博士後期課程入学試験（1 名受験、1 名合格）。	 

2 月 21 日	 生物科学科生命理学コース卒業研究発表会（D501 大講義室）。	 

2 月 22 日	 生物科学科生物科学コース卒業研究発表会（D501 大講義室）。	 

3 月 6 日	 生物科学専攻 G30 統合理学特別コース	 博士後期課程入試（受験者 1 名、合格者 1

名）。	 

3 月 10 日	 生物科学専攻•博士後期課程院生による中間報告会を開催。	 

3 月 25 日	 卒業式。学部卒業者 52 名（生物科学コース 25 名、生命理学コース(第 3 期生)27

名）。	 

	 学位授与式。本年度博士前期課程修了者 44 名。博士後期課程修了者（学位取得者）

9 名（6・9・12 月認定を合わせて 15 名）。	 

	 卒業祝賀会（生物同窓会主催）開催。	 

3 月 31 日	 石北央教授が東京大学大学院工学系研究科応用化学専攻教授に転出。	 



4 月 1 日	 専攻長・学科長を升方教授から柿本辰男
かきもとたつお

教授に交代。西田研究室に今井
い ま い

（佐藤
さ と う

）薫
かおる

准教授（京都大学理学研究科より）着任。	 
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研究科長	 	 	 	 篠原	 厚（化学）	 

評議員（筆頭副研究科長）	 	 小川	 哲生（物理）	 

副研究科長	 	 	 	 深瀬	 浩一（化学）	 

	 	 	 	 青島	 貞人（化学）	 

	 	 	 	 上田	 昌宏（生物）	 

専攻長	 数学専攻長	 盛田	 健彦	 

	 物理学専攻長	 山中	 卓	 

	 化学専攻長	 水谷	 泰久	 

	 生物科学専攻長	 柿本	 辰男	 

	 高分子科学専攻長	 山口	 浩靖	 

	 宇宙地球科学専攻長	 常深	 博	 



教室スタッフ（含研究員）一覧	 	 平成 26年 4月 1日現在 

	 

専攻長・学科長	 柿本辰男	 

教員・研究員	 

生体分子機能学研究室	 

教授	 	 倉光	 成紀	 

准教授	 	 増井	 良治	 

助教	 	 中川	 紀子	 

分子遺伝学研究室	 

教授	 	 升方	 久夫	 

准教授	 	 中川	 拓郎	 

助教	 	 高橋	 達郎	 

神経可塑性生理学研究室（生命機能研究科）	 

教授	 	 小倉	 明彦	 

准教授	 	 冨永（吉野）	 恵子	 

細胞内情報伝達研究室（生命機能研究科）	 

教授	 	 河村	 悟	 

准教授	 	 橘木	 修志	 

助教	 	 和田	 恭高	 

研究員	 	 越谷	 祐貴	 

研究員	 	 佐藤	 慎哉	 

発生生物学研究室	 

教授	 	 西田	 宏記	 

准教授	 	 今井（佐藤）	 薫	 

助教	 	 小沼	 健	 

特任助教	 	 山田	 温子（G30）	 

植物成長生理学研究室	 

教授	 	 柿本	 辰男	 

教教	 	 高田	 忍	 

助教	 	 田中	 博和	 

核機能学研究室	 

教授	 	 滝澤	 温彦	 

准教授	 	 久保田	 弓子	 

助教	 	 三村	 覚	 

特任助教	 	 卓	 妍秀（G30）	 

分子生物学・教育研究室	 

教授	 	 米崎	 哲朗	 

特任准教授  Thorsten Henrich（G30） 

細胞生物学研究室	 



教授	 	 松野	 健治	 

助教	 	 山川	 智子	 

助教	 	 笹村	 剛司（生命理学コース）	 

研究員	 	 	 	 中村	 充利	 

研究員	 	 	 	 石尾	 彬	 

研究員	 	 	 	 羽鳥	 僚	 

1 分子生物学研究室	 

教授	 	 上田	 昌宏	 

助教	 	 宮永	 之寛	 

研究員	 	 内川	 徹	 

研究員	 	 安井	 真人	 

理論生物学研究室	 

准教授	 	 藤本	 仰一	 

神経回路機能学研究室	 

准教授	 	 木村	 幸太郎	 

学際グループ	 

准教授	 	 荒田	 敏昭	 

准教授	 	 大岡	 宏造	 

准教授	 	 高木	 慎吾	 

准教授	 	 古屋	 秀隆	 

講師	 	 伊藤	 一男	 

助教	 	 浅田	 哲弘	 

特任助教	   Md. Sayeedul Islam（G30） 
研究員	 	   高松	 秀安	 

	 

技術職員	 	 	 

技術員	 大森	 博文	 

	 

事務職員	 

	 事務補佐員  市川	 麻世（西田研秘書） 

	 事務補佐員  井ノ口	 左恵（荒田 G・木村研・藤本研秘書） 

	 事務補佐員  宇田	 祐子（倉光研・高木 G秘書）  

	 事務補佐員  隅田	 理恵（升方研・上田研秘書） 

	 事務補佐員  髙嶋	 典子（米崎研・古屋 G秘書・教務事務補佐） 

	 事務補佐員  山口	 綾子（小倉研・河村研秘書） 

事務補佐員 吉田	 美津子（松野研秘書・専攻長事務補佐） 

	 事務補佐員  三枝	 陽子（全学教育推進機構） 

	 事務補佐員  池上	 恵子（全学教育推進機構）（5月まで）、宗村	 章子（6月より） 
 


